
がん細胞のがん幹細胞化における分子基盤の解明と
その制御

著者 高倉 伸幸
著者別表示 Takakura Nobuyuki
雑誌名 平成18(2006)年度 科学研究費補助金 萌芽研究 研

究概要
巻 2005-2006
ページ 2p.
発行年 2016-04-21
URL http://doi.org/10.24517/00060399

Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja

brought to you by COREView metadata, citation and similar papers at core.ac.uk

provided by Kanazawa University Repository for Academic Resources

https://core.ac.uk/display/427526869?utm_source=pdf&utm_medium=banner&utm_campaign=pdf-decoration-v1


 Back to previous page

Report (2 results)

2006 Annual Research Report

2005 Annual Research Report

Research Products (18 results)

All  2007  2006  2005  Other

All  Journal Article

がん細胞のがん幹細胞化における分⼦基盤の解明とその制御 Research Project

Project/Area Number 17659091

Research Category Grant-in-Aid for Exploratory Research

Allocation Type Single-year Grants

Research Field Pathological medical chemistry

Research Institution Osaka University (2006) 
Kanazawa University (2005)

Principal Investigator ⾼倉 伸幸   ⼤阪⼤学, 微⽣物病研究所, 教授 (80291954)

Project Period (FY) 2005 – 2006

Project Status Completed (Fiscal Year 2006)

Budget Amount *help ¥3,300,000 (Direct Cost: ¥3,300,000)
Fiscal Year 2006: ¥2,300,000 (Direct Cost: ¥2,300,000) 
Fiscal Year 2005: ¥1,000,000 (Direct Cost: ¥1,000,000)
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Research Abstract 近年、固形がんは単⼀のがん細胞集団により形成されているのではなく、多剤耐性能を有するがん幹細胞とそれより分化し過剰増殖するいわゆるがん細胞によ
って形成されていることが解明されてきた。このことは、がん治療におけるがん退縮後の再発機構にがん幹細胞の貢献性が⾼いことを⽰唆し、がん幹細胞をタ
ーゲットとしたがん治療法の開発の重要性が考慮される。しかし現在、がん細胞がいかなる分⼦機序によりがん幹細胞化するのかについては全く不明のままで
ある。そこで、成体内の組織細胞と幹細胞の細胞融合のメカニズムに着⽬し、がん細胞と、造⾎幹細胞との細胞融合によるがん細胞のがん幹細胞化の可能性に
つき検討した。昨年度、試験管内では造⾎幹細胞とメラノーマ細胞株B16の混合培養により、⾎液細胞と融合したB16細胞が、10-10^3個で、マウスに腫瘍を
形成させることから、この融合がん細胞の悪性化を⽰したが、本年度は⽣体内で同様の現象が⽣じるか否かを検討した。CAT遺伝⼦をLoxPでサンドイッチにし
たコンストラクトの下流にGFPを連結した遺伝⼦をCAGプロモーターの制御下で発現する発現プラスミドを作成しB16細胞に遺伝⼦導⼊した。次にアクチンプロ
モーター制御下でCreリコンビネースを発現するマウス由来の⾻髄を⽤いて、野⽣型マウスの⾻髄を再構築させたマウスを作製した。このマウスに先のCAT-
Floxed-GFPを発現させたB16細胞を移植したところ、⼀部のB16細胞にGFPを発現する細胞が出現した。このGFP陽性B16細胞を回収し、再度10個の細胞をマ
ウスに移植すると、GFP陽性と陰性のB16細胞による腫瘍形成が誘導された。このことは⾻髄細胞と腫瘍細胞が融合した細胞は、⾮常に僅少の細胞でがんを再構
築できることを意味し、これらががん幹細胞としての形質を獲得したことが⽰唆された。
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